
８
月
８
日
、
衆
議
院
の
解
散
に
伴
い
、
８

月
30
日
に
公
示
、
９
月
11
日（
日
）に
総
選
挙

が
行
わ
れ
ま
す
。

選
挙
権
は
、
私
た
ち
固
有
の
権
利
で
す
。

私
た
ち
の
生
活
、
し
い
て
は
国
を
変
え
る
の

は
私
た
ち
自
身
で
す
。
そ
の
大
切
な
権
利
を

放
棄
す
る
こ
と
な
く
、
私
た
ち
の
意
見
や
要

望
を
国
政
に
反
映
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

投
票
は
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
２
票
、

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
が
１
票
の
計

３
票
で
す
。

都
留
市
、
富
士
吉
田
市
、
大
月
市
、
上
野

原
市
、
笛
吹
市（
旧
春
日
居
町
を
除
く
）、

東
・
西
八
代
郡
、
南
・
北
都
留
郡
、
身
延
町

（
旧
下
部
町
）

候
補
者
一
人
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

山
梨
県
、
神
奈
川
県
、
千
葉
県

届
け
出
さ
れ
て
い
る
政
党
な
ど
の
名
称
を

書
き
ま
す
。

や
め
さ
せ
た
ほ
う
が
よ
い（
罷
免
）と
思
う

裁
判
官
が
い
る
場
合
だ
け
、
そ
の
裁
判
官
の

氏
名
の
上
の
欄
に「
×
」を
書
き
ま
す
。
や
め

さ
せ
な
く
て
も
よ
い（
信
任
）と
思
う
裁
判
官

に
は
、
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

日
本
国
民
で
20
歳
以
上
の
方（
昭
和
60
年
９

月
12
日
以
前
に
出
生
さ
れ
た
方
）

※
都
留
市
で
投
票
で
き
る
方
に
は
、
投
票
所

入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
。
記
載
事
項
の
確
認

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
転
入
・
転
出
さ
れ
る（
さ
れ
た
）方
は
、
投

票
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
日
の
当
日
に
、
仕
事
や
そ
の
他
の
理

由
で
投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
方
は
、

期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

８
月
31
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の

毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。）

※
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
９
月

４
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
期
日
前
投
票
の
期

間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

都
留
市
選
挙
管
理
委
員
会

９９
月月
1111
日日（（
日日
））はは

『『
衆衆
議議
院院
議議
員員
総総
選選
挙挙
』』のの
投投
票票
日日
でで
すす

選挙は、選挙期日（投票
日）に投票所で投票するこ
とを原則としていますが、
選挙期日前であっても、
選挙期日と同じく投票を
行う（投票用紙を直接、投
票箱へ入れる）ことができ
ます。

従来の不在者投票のう
ち、名簿登録地の市区町
村の選挙管理委員会で行
う投票

公示（告示）日の翌日か
ら選挙期日の前日まで、
毎日午前８時30分から午
後８時まで

・投票を行う日に選挙権を有する方（ただし、選挙期
日までに20歳になる方で、期日前投票を行う日に20
歳を迎えていない方は従来の不在者投票となります）

・選挙期日に、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭な
どの用務があるなど、一定の事由に該当すると見込
まれる方

投票箱に直接投函（宣誓書の記載は必要となります）
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